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発達障害者の多くの方に伴う「読み書きの困難さ」という特性がありますが、一般に広く

理解されているとはいえないので、当事者やその家族は説明に苦労することあります。 

 

（１） 読み書きに困難さがある人のことを知って頂き、理解を深めるため、勉強会などで

当事者の話を聞く取り組みを行ってほしい。 

 

（２） 当事者は、自分たちの障害特性を説明するために、ヘルプマークを活用することが

あります。提示があった場合は「どんな配慮が必要ですか？」とその場で確認をし

てほしい。 

 

（３） たとえば、代筆、代読、メールでのやりとりなどについて、配慮をして頂くととて

も助かることがあります。このような配慮は、視・聴覚障害だけでなく発達障害者

にとっても必要であることを現場に周知してほしい。 

 

（４） 読み書きに困難さがあると、ATM のテンキーの配置や画面案内が頻繁に変わること

や、書類の様式の多様性への対応にはストレスが非常に大きいと感じます。可能で

あれば、このような点に関するバリアフリーの視点についても検討してほしい、 


